
国有林苗畑にbける植物寄生線虫の分布

一東日本の苗畑についてー

真宮靖治山

はじめに

1932年に山口42)はアカエゾマツ，クロエゾマツの苗木に寄生する線虫(ネグサレセンチュウ)について

報告したが，その後林業では線虫問題にたいしてまったく関心がはらわれずにすぎてきた。 1950年代には

じまる農業での畑作振興の気運の高まりは，線虫に関する試験研究の飛躍的な発展をもたらした。その成

果の一般への普及も急速で，いちはやく近代農業技術の一環として土壌線虫防除は欠かせぬものとなっ

た。こうした農業での動向から，林業でも苗木の線虫による被害が注目されるようになり，広く各地の苗

畑についてまず被害実態解明のための調査がはじまった。 1963年以来，国有林菌畑を対象とした調査がす

すめられる一方， 1964年， 1965年の 2 か年にわたり国庫補助の連絡試験として12道県の林業試験場により

各地民間酋畑の線虫被害実態調査が統一的，組織的に実施された。乙れらの結果から18凶わが国の林業苗

畑における植物寄生線虫の分布の様相が明らかとなり，線虫問題の所在もはっきりとしてきた。

l詰畑lζ分布する線虫については，百瀬21)が長野県の苗畑から，カラマツ，スギ簡に寄生する線虫(ネグ

サレセンチュウ)についてのベ，橋本8)9)は福岡県下の前畑における調査結果を報告した。その後，横川叫

による埼玉県下苗畑についての報告，清原14)の九州の国有林苗畑を対象とした調査報告がそれぞれなされ

た。上述の連絡試験による道，県の実態調査の結果もそれぞれの担当者により各林業試験場報告などに発

表されているが，千葉引はこれらの結果をとりまとめ，総合的な考察を加えた。

筆者は中部地方以東にある国有林苗畑を対象として1964年， 1965年の 2 年にわたり植物寄生線虫の分布

の実態について調査をおこなったが，線虫の種類と分布，生息密度，樹種との関係などについてえた知見

を乙乙に報告する*。

本稿を草するにあたり，線虫研究への道を闘いて下さり，その後も終始有益な助言をあたえて下さった

農業技術研究所病理昆虫部線虫研究室室長一戸 稔博士に心からのお礼を申し上げる。研究を実施するう

えでいろいろど指導いただいた当場保護部長伊藤一雄博士，樹病科長千葉 修博士，また，直接試料の採

取などにど協力いただいた各営林署および酋畑のかたがた，調査苗畑の選定などに便宜をはかつて下さっ

た各営林局種苗関係のかたがた，乙れらの人々にたいして深く感謝の意を表する。

調査方法

調査は 1964 年と 1965 年の 2 年にわたり，北海道 5 営林局，青森，秋田，前橋，東京，長野，名古屋各

営林局管内の 91 苗畑を対象としておこなった。調査にあたっては各苗畑に試料の採取を依頼し，送付を

* 本研究の概要は第 77 回日本林学会大会において発表した18) 。

1968年 9 月 17日受理

(1) 保護部樹病科樹病研究室
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うけた試料により線虫の生息分布状況をしらべた。一部の商畑については，直接現地におもむいて試料を

採取した。各苗畑においては調査対象箇所をえらび，その 1 か所につき 5 点以上から白木をふくめて根辺

土壊を採取し，乙れらを 1 つにまとめて 1 試料とした。調査にあたってはまき付苗床に重点をおき，その

他苗齢IC応じ，また各樹種別lと対象箇所をえらんだ。調査試料の総数は294 であった。試料の採取は 9 月

はじめから 10 月末までの間におとなった。なお，試料の採取方法，対象の選定，時期などについては，

あらかじめ統一的な基準・方法を設定し，とれにもとづいて実施するようにした。

試料からの線虫の分離は，土境についてはザインホルストの分離装置を使い血り苗木の根からはヤング

法措1によってそれぞれおとなった。供試土壌は 300g とし，根については 1~5g 供試したものを 19 あ

たりの線虫数に換算した。

線虫の分類学的検討は， 4%ホルマリンあるいは TAF+ F. A. 4: 10 で固定し，ザインホJレスト法27)

によりグリセリンに封入した標本についてお乙なった。

調査結果

1. 調査苗畑と線虫の種類

調査した首畑とその所在は Table 1 および Fig. 1 iζ しめすとおりである。

苗畑l己分布する植物寄生線虫はつぎの 11 属が確認された。とのうち 7 属 12 種の線虫が同定され，他の

線虫の種は未同定である。

Pratylenchus penetrans (キタネグサレセンチュウ)

Pratylenchω vulnus (クノレミネグサレセンチュウ)

Pratylenchus coffeae (ミナミネグサレセンチュウ)

Trichodorus cedarus (ユミノ、リセンチュウ*)

Trichodorus minor (ユミハリセンチュウキ)

T打ichodorus ρorosus (ユミハリセンチュウ*)

Tyienchorhynchus claytoni (イシュクセンチュウ*)

Tylenchorhynchus sp. (イシュクセンチュウネ)

Helicotylenchus dihystera (ナモラセンセンチュウ〕

Helicoりlenchus erythrinae (チャラセンセンチュウ)

Rotylenchus ρini (ラセンセンチュウ*)

Scutellonel覚。 brachyurum ( ラセンセンチュウキ)

Xiphinema americanum (ナミオオガタノ、リセンチュウ)

Criconemoides spp. (ワセンチュウ*)

Paratylenchus spp. (ピンセンチュウ*)

Meloidogyne sp. (larvae) (ネコプセンチュウ*)

Hirschmanniella sp. 

このほかに ， Diか'ienchus， Tylenchus , A.ρhelenchoides ， Aphelenchus 各属の線虫がある。各属線虫の

* 属にたいする和名。
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Table 1.調査苗畑と検出線虫
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種については，それぞれ少なくとも

2種以上が認められた。乙れらはほと

んどすべての首畑に分布していた。

1) Pratylenchus �enetrans 

(COBB, 1917) FILIPJEV & 

SCHUURMANS STEKHOVEN, 1941 

(Fig.2 A, B) 

千葉県上総町，千葉営林署愛宕山

首畑のスギ苗の根から分離した線虫

について。

計j~IH直: 24 ♀♀ L=0.55mm 

(0.50~0.66); a=27 (23~29); b 

=6.6 (6.1~7.3); b'*=9.7 (8.9~ 

10.8); c=19 (16~23); V =81 (79 

~85); sp回r=16μ(15~17)。

19 ぢ古 L = O. 48 mm  (0. 43~ 

0.52); a = 28 (23~32); b = 6.4 

(5. 5~7. 0); b' = 9.3 (8. 7~10. 0); 

c=20 (l8~24); spear=16μ(15~ 

16) 。
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Fig. 1 調査苗畑の位置

Locations of surveyed nurseries. 

雌:層部は扇平，前縁の両端は丸みをおび， 3 体環をもっ。側線は 4 本。口針節球は丸いが，やや横 f<::

はり，両端があがる。背部食道腺はロ針基部から 2~3μ はなれた位置で食道に閉口する。排t世孔は食道

と腸の接合部l乙対応するあたりに位置する。 h巴mizonid は排池孔の直前。受精のうは円形。後部子宮枝

の長さは陰門部体幅とほぼ同じ。尾は先端K向かつて細まり，尾端は丸く，体環を欠く。尾部形状につい

ては，ややとがりぎみのもの，幅がより狭く丸いものなどみられるが，比較的変異は小さい。 phasmid は

尾部の中央付近にある。

雄:一般的な形態は雌と同様。 phasmid は尾部の後方lζ位置し，尾翼 f<::突出している。

記事:各地苗畑から検出した線虫は SHER & ALLEN28 ) の記載，およびわが国の本穫についての後藤・大

島酌による記載とよく一致した。

2) Pratylenchus vulnus ALLEN & ]ENSEN, 1951 (Fig. 2 C, D) 

福島県，平営林署上小川首畑榊のスギ苗の根から分離した線虫について。

計jßIJ値: 25♀♀ L=0.54mm (0.48~0.60); a=29 (22~35); b=6.7 (6.2~7.5); b'=9.3 (8.2 

~10.5); c=20 (17~24); V=81 (78~84); sp田r = 15μ(15~17)。

18~ 古 L=0.47mm (0.40~0.57); a=32 (29~38); b=5.9 (5.3~6.7); b'=8.3 (7.6~9.1); 

c=22 (19~26); sp回r = 15μ(15~17)。

* (体長)/(体前端より中部食道球中央までの長さ) :後藤・大島町参照。

帥この苗畑は本調査対象 91 苗畑中にふくまれていない。
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P. ρenet印刷 A : Female, anterior end. B: Female, posterior end. 
P. vulnus C : Female, anterior end. D: Female, post疋rior end. 

P. co丈feae E : Female, anterior end. F: Female, posterior end. 

Fig. 2 Pratylenchus þenetrans, Pratylenchus 叩lnus， Pratylenchus coffeae 

雌:層部は扇平で P. 戸enetrans より少し高い。前縁の両端はやや角ばっていて，普通 3 体環をもっ。

側線は 4 本。口針節球は丸く ， P. þenetrans のそれに似ている。背部食道腺は口針基部から 2~3μ は

なれた位置で食道に閉口する。排池孔は食道と腸の接合部lζ対応するあたりに位置する。 hemizonid は

排池孔の直前。受精のうはだ円形。後部子宮校は痕跡卵巣を有し，その長さは陰門部休幅の約 2 倍にあた

る。尾は先端K向かつて細まり，尾端は一般に円錐形でとがっている。尾部形状は P. ρenetrans f亡くら

べると変異が大きし丸いもの，より幅が狭く丸いもの，角ばっていて条溝が末端までおよんでいるもの

などがみられる。しかし，多くの個体についての観察から ， P. vulnus としての typical な尾部形状を認

めることができる。 phasmid は尾部の中央からやや後方に位置する。

雄:一般的な形態は雌と同様。

記事:わが国産の本種について後藤・大島6lは受精のうの形，後部子宮枝の長さの点で SHER & ALLEN2Sl 

および LOOF15l の記載と若干ずれのあることを指摘している。各地苗畑から検出した線虫はこれらの形態

上，後藤・大島の記載とよく一致した。すなわち，受精のうの形は oblong から oval まであり，後部子

宮技の長さについては陰門部体幅の 2 倍に達しない個体が多くみられた(測定個体数18 :後部子宮枝の長

さ/陰門部体幅=1. 9 (1. 4~2.8)) 。

本種は，後部子宮校が痕跡卵巣を有する乙と，およびその長さ，受精のうが長だ円形であること，尾部
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形状の諸点において P. ρenetrans と区別するととができる。

3) Pratylenchus cofj切e (ZIMMERMAN , 1898) FILIPJEV & SCHUURMANS STEKHOVEN, 1941 (Fig. 2 E, F) 

愛鶏z新城市，新城営林署新糊畑のスギ苗の根から分離した線虫について。
計測値: 25♀♀ L=0.55mm (0.49~0.59); a=27 (25~32); b=6.7 (5.8~7.7); b'=10.5 (8.5 

~12.6); c= 19 (16~23); ¥T= 81 (78~83); spear= 16μ(15~17)。

20 古古 L=0.48mm (0.44~0.53); a=29 (25~35); b=6.2 (5.3~7.6); b'=9.6 (8.8~10.6); 

c = 20 (17~24); spear = 15μ(15~16) 。

雌:層部は fミ ρenetrans ， P. vulnus にくらべると中高で，丸みをおびている。 2 体環をもっ。側線は

4 本。 4 本以上もつ個体もまじる。口針節球は横lζはることなく全体が丸くなっている。背部食道腺は口

針基部から 2~3μ はなれた位置で食道 11:関口する。排t世孔は食道と|協の接合部l乙対応するあたりに位置

する。 hemizonid は排池孔の直前。受精のうは円形またはだ円形。後部子宮校の長さは陰門部体幅と同

じか，またはやや長い。尾は先端に向かつて細まり，尾端の形状1Lは幅広く丸みをもったもの，角ばった

もの，とがりぎみで角ばったものなどの変異がある。多くの個体についてみると角ばったものの頻度が高

しこれをもって本種識別のための特徴のーっとするととができる。 phasmid は尾部の中央付近。

雄:一般的形態は雌と同様。

記事:各地苗畑から検出した線虫は，わが国産の木種について後藤・大島6) があたえた記載とよく一致

した。

本種は層部体環，尾部形状，ロ針節球の形で P. þenetrans, P. vulnus のiifó穫とよく区別することがで

きる。とくに口針節球の両端が後方にさがって，全体が丸くみえるととは P. ρenetrans， P. vulnus のそ

れの形状とくらべ特徴的である。

4) Trichodorus cedarus Y OKOO, 1964 (Fig. 3 A, B, C) 

群馬県大間々町，大間々営林署内野苗畑のスギ苗根辺土壌から分離した線虫について。

計測値: 20♀♀ L = O. 77mm (0. 65~0. 87); a = 18 (l6~20); b = 5. 4 (4. 2~6. 2); c = subterminal; 

¥T = 57 (53~60); onchiostyle = 60μ(58~62) 。

20古古 L=O.71mm (0.62~0.85); a=18 (l5~22); b=4.9 (4.1~6.1); c=66 (52~83); 

onchiostyle = 60μ(58~62); gub巴rnaculum = 21μ(19~22); spicules = 43μ (41~45) 。

雄:熱殺すると体後部が腹側に湾山する。排池孔は食道肥大部のほぼI11央付-近に閉口する。 3 個の頚突

起 (cervical pa pillae) が腹中線上，排池孔の前方にならぷ。いちばん前の突起は口針基部より口針長の

の約1/3 の長さはなれて後方lと位置している。腹中線上に 3 個の補助突起があり， 1 個は交接刺のほぼ中

央部に対応するところ，他の 2 個は交接刺基部より前方にそれぞれ位置している。対になった尾部突起が

紅門のすぐ後方に，また尾孔が末端近くにそれぞれある。交接刺はやや湾曲し，基部のふくらんだ部分を

のぞき，乙まかい横条がみられる。副刺はほとんどまっすぐで，先端は竜骨状になっている。交接のうは

もたない。

雌:熱殺すると腹側 lとわずかに湾曲し弓状をなす。排池孔は食道肥大部の前端近くに閉口する。 1 対の

体孔が腹亜中線上l乙，体幅の約 1/3 陰門からはなれた後方にある。陰門は裂口をなし，角質物でかとまれ

ている。仮.1]方からみた角質物は三角状をなし，大きくてはっきりしている。受精のうはだ円形。卵巣は反

転している。 1 対の尾孔が尾端lとある。
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記事:本種については真宮山が横尾叫による原記載にたいし，再記載をあたえた。本種は雄の 3 個の頚

突起がすべて口針。基部より後方，排池孔の前方lζ位置する乙と，補助突起の配列，雌については陰門をか

とむ角質物の形状などの諸点で，同属の他の既知種から区別するととができる。

5) Trichodorus minor COLBRAN, 1956 (Fig. 4 A , B) 

愛知県豊橋市，岡崎営林署二川苗畑のスギ苗根辺土壌から分離した線虫について。

計測値: 30♀♀ L = O. 53mm (0. 49~0. 59); a = 23 (18~28); b = 5.4 (5. 0~6. 2); c = subterｭ

minal; V = 57 (53~64); onchiostyle = 31μ(30~33) 。

雌:排池孔は食道基部，腸との接合部付近iζ閉口するコ食道基部は腹側において腸とわずかに重なって

いる。除門は裂口をなし，乙れをかとむ角質物は小さし側方からみると棒状である。卵巣は反転。受精

のうはない。体孔，尾孔をもたない。

雄:検出されなかった。

記事:各地苗畑から検出した線虫は COLBRAM5 ) による本種の原記載，また HOOPER1U および SIDDIQ182)仰

がイギリス産， インドj茎， ニカラガ産の本種についてそれぞれ記載したところとも一致した。また，

ALLEN引による T. christiei の記載にも非常に近い。 HOOPERll ) および SIDDIQ182)88) は T. christiei が T.

minor の異名であるととを示唆している。 T. christiei と T. minor との関係については， なお今後の

C 

A 

B 

30.).1 

A : Male, anterior portion. 
B :Mal巴， posterior end. 
C : Female, posterior end. 
Fig. 3 Trichodo判lS C官darus

検討を必要とするが，わが国産の本種について

は，雄成虫を検出できない現状において，種とし

てより記載の早かった T. minor をあてるのが

適当と考える。

B 

30メl

A 

A : Female, anterior portion. 
B : Female, posterior end. 

Fig. 4 Trichodorus minor 
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A 

B 

ト『一一一一一一→

C 

ト一一一一一ー一→
30ノU

30..u G 
A : Female, anterior portion. 
B : Female, posterior end. 
C : Female, genital region. 

Fig. 5 Trichodorus �orosus 

6) Trichodorus ρorosus ALLEN, 1957 (Fig. 5 A , B, C) 

A 

G 
20 戸

A : Female, anterior portion. 
B : Female, posterior end. 
C : Male, post疋rior end. 

Fig. 6 Tylenchorhynchus claytoni 

愛知県豊橋市，岡崎営林署二川苗畑のスギ菌根辺土壌から分離した線虫について。

計;~IJ値: 30♀♀ L=0.73mm (0.67~0.80); a=19 (15~22); b=5.4 (4.8~6.0); c=subter' 

minal; V = 56 (53~59); onchiosty le = 50μ(46~52) 。

雌:排池孔は食道肥大部の前端近くに関口する。食道基部は腹側で腸とわずかに重なっている。陰門は

孔状Ir:聞き，とれをかとむ角質物ははっきりしない。 4 個の体孔が腹中線上陰門近くにある。陰門をはさ

んで 2 個が前に，他の 2 個が後にならぷ。受精のうはみられない。尾端lζ1 対の尾孔がある。

雄:検出されなかった。

記事:排波孔の位置が ALLEN2l による原記載と若干異なるほかは，よく原記載と一致した。
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7) Tylenchorhynchus claytoni STEINER, 1937 (Fig. 6 A , B, C) 

岐阜県美濃加茂市，岐阜営林署緑ケ丘苗畑のヒノキ首根辺土壊から分離した線虫について。

計測値: 20 ♀♀ L = 0.61mm (0. 55~0. 69); a = 27 (23~31); b = 5.0 (4. 4~5. 5); c = 18 (16~ 

22); ,,= 57 (54~60); spear = 21~22μ 

23~ ~ L=0.58mm (0.53~0.65); a=29 (25~23); b=4.9 (4.7~5.4); c=14 (13~17); 

spear = 21 ~22 /1-0 

雌:層部は丸く 3 体環をもち，体部からわずかにくびれている。唇部骨格はあまり発達していない。

体表皮の黄条溝はあらく，はっきりしている。縦にはしる条溝があり，これにより体環が小さな長方形lζ

区切られ，タイル状をなす。側線は 4 本。口針はほっそりとしていて，節球は丸い。排池孔は食道狭細部

の基部付近。 hemizonid は排池孔の直前。食道腺は食道内におさまる。陰門は体の中央部。受精のうを

もっ。尾は先端に向かつて細まり， 10~15体環をもっ。尾端はわずかに丸く，体環を欠く。 phasmid は

紅門付近か，紅門よりやや後方に位置する。

雄:一般的形態は雌と同じ。尾翼は尾端をつつむ。

記事:各地苗畑から検出した線虫は， STEINER86 ) および ALLENl>の記載とよく一致した。本種は縦には

しる条溝をもち，唇部体環数が 3，個IJ線が 4 本であることによって他の種と区別できる。

8) Helicotylenchus dihystera (COBB, 1893) SHER, 1961 (Fig. 7 A , B, C) 

愛知県豊橋市，岡崎営林署二川苗畑のスギ苗根辺土竣から分離した線虫について。

計測値: 16 ♀♀ L = 0.66mm (0. 56~0. 78); a = 25 (21 ~30); b = 5.5 (4. 6~6. 5); c = 45 (36~ 

56); ,,= 64 (61~68); sp回r = 26μ(25~27) 。

雌:熱殺するとラセン形になる。唇部は半球形で， 4~5 の体環をもっ。側線は 4 木。口針節球はその

A 

←ーーーー一一ーー--1
10メ4

B 

C 

50..<< 

A:F巴male， anterior end. B: Female, posterior end. C: Female, genital region. 

Fig. 7 Helicotylenchus dihystera 
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両端が前方lとやや突出する。背部食道腺は口針基部から 13~15μ はなれた位置で食道に関口する。排t世

孔は食道狭細部の基部付近。 hemizonid は排池孔の直前。受精のうは明りょうであるが，その中 IC精子

は認められない。尾は背側のそった円錐形。腹側lとわずかな突出部をもっ個体もある。尾lζは 8~12の体

環がある。 phasmid は紅門の位置から 5~12 休環前方。

雄:検出されない。

記事:各地苗畑から検出した線虫は， SHER30 ) による記載とよく一致し本種と同定した。金子・一戸13)

がわが国産の本種について記載したととろとも一致している。

最近， HIRSCHMANN & T丑IANTAPHYLLOU10 ) ， Y日EN46 ) らの研究により， Hoplolaiminae 亜科の線虫で，

雄の検出されていない種類も spermatheca をもっているととが明らかにされた。つまり，従来 sperma­

gonium とよばれていた器官が受精のう (nonfunctional spermatheca) と同じであることがしめされ

た。金子・一戸ωらの記載では“受精のうは見あたらない"となっているが，以上の経過から本種の受精

のうの有無lζ関しての部分は訂正の必要がある。

9) Rotylenchus p仇i MAMIYA, 1968 (Fig. 8 A , B, C, D) 

島根県桜江町の民間苗畑で採取したアカマツ苗の根辺土壌から分離した線虫について。

A 

B 

C
 

B
 

A
 一uト一一一ーベ D

20゚  

A : Female, anterior end. B : Female, posterior end. 
C : Male, posterior end. D : Female, anterior portion. 

Fig. 8 Rotylenchus Pini. 
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計測値: 25 ♀♀ L= 0.93rnrn (0.80~1.05); a=32 (26~35); b = 6.6 (5.6~7.6); c= 53 (42~ 

62); V = 56 (52~60); spear = 29μ(28~31); 0 = 13~20o 

9 t~ L=0.91rnrn (0.83~1. 01); a=35 (31~38); b=6.0 (5.5~6.3); c=30 (28~36); 

spear = 29μ(27~31); 0 = 17~19; gubernaculurn = 11μ(1O~11); spicules = 26μ(25~28) 。

雌:熱殺するとラセン形lとなる。唇部は半球形， 6~7 体環をもっ。縦の条i溝はない。口針節球は丸

く，前縁がやや平らで，両端があがる。排池孔は食道狭細部の基部付近。 hernizonid は排池孔の直前，

あまり明りょうでない。食道腺は短く，基部が平らで腸との重なりはごくわずか。陰門には epiptygrna

がある。受精のうは円形ではっきりしている。 phasmid は紅門より 11~30体環前方1<::位置する。側線は

4 木で，頚部においてのみ横条溝が側帯内におよんでいる。尾端は半球状で背側がそっている。尾部の体

環数は 6~13。

雄:一般的形態は雌と同様。層部は雌よりやや高い。 phasmid は虻門より 12~23 体環前方，尾翼の範

囲内にある。

記事:島根県の民間苗畑から検出した線虫について真宮20】は新種の記載をお乙なったが，調査対象の各

地箇畑から検出した線虫はこれとよく一致していた。

本種は食道腺の形状，すなわち践との重なりかたにおいて本属の他の既知穫と異なる。との点において

は，ただ R. breviglans SHER, 1965 とのみ一致するが，雄が普通に検出されること， phasrnid の位置が

より前方であるとと，尾lと突出部をもたないなどの点で区別できる。

10) Scutellonema brachyurum (STEINER, 1938) ANDRASSY , 1958 (Fig. 9 A , B, C) 

茨城県十王町，高萩営林署上台苗畑のスギ苗根辺土壌から分離した線虫について。

計測値: 25 ♀♀ L=O.72rnrn (0.65~0.82); a=23 (20~24); b=6.6 (5.8~7.5); c=66 (51~ 

81); V=  64 (59~67); sp巴ar = 

28 (27~29); 0 = 27~28。

雌:熱殺するとゆるいラセン形

をえがく。層部は半球形で，体部

からわずかにくびれる。層部体環

数は 3~4 で， 6 本の縦線が基部

体環lとみられる。口針節球は丸

い。背部食道腺は口針基部から約

8μ はなれた位置で食道lと関口す

る。中部食道球は 8~12体環の幅

をしめる。排池孔は食道腺の後半

部lζ対応したと乙ろ。 hernizonid

は排池孔の直前。食道腺は背側が

のびて腸と重なる。陰門には

epiptygrna がある。尾端は丸く，

8~12 体環をもっ。 phasrnid は

直径 3~4μで紅門とほぼ同じレ

川
利w
m
Mゲ
A ←一一一一一一→ B

50 メi

C 

IAC 
20メJ

A : Fernale, anterior end. B: Fernale, anterior portion. 
C : Fernal巴， posterior end. 

Fig. 9 Scutell，仰仰w brachyurum 
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A 

←一一一--1
。μB

A : Femal巴， ant巴rior end. 
B : Female, esophageal region. 
C : Femal巴， posterior end. 

Fig. 10 Xiphinema americanum 

ベlレに位置する。側線は 4 本。体前部お

よび phasmid の部分において横条溝が

側帯までおよんでいる。

雄:検出されなかった。

記事:苗畑から検出した線虫はSHER加〉

による記載とよく一致した。本種の雄に

ついては TAYLOR舶により記載があたえ

られたが，その出現はまれとされてい

る。本調査では雄をみつけるととはでき

なカミっ Tこ。

11) Xiphinema americanum COBB, 

1913 (Fig. 10 A, B, C) 

岐阜県上村，中津川営林署合川歯畑の

カラマツ苗根辺土壌から分離した線虫に

ついて。

C 計測値: 20 ♀♀ L = 1. 86mm (1. 73 

~1. 97);a=36 (32~39); b=7.5(6.8 

~8.4); c = 63 (58~78); V = 52 (49 

~55); spear= 88μ(83~90); sp回r

extension = 43μ(38~56); total spear 

length = 136μ(123~149) 。

雌:熱殺すると大きく開いたラセン形

となる。層部は体部からわずかにくびれ

ている。口針延長部の基部はふくらんで

いる。誘導管は口針と口針延長部の接合部よりわずか前方に位置する。卵巣の先端は反転する。数個の個

体に観察された卵は， 140~150 J.' の長さをしめしていた。尾は背側のそった円錐形で，尾端は丸みをおび

る。尾部lζは 2 対の突起がある。

雄:検出されなかった。

記事:各地箇畑から検出した線虫は， TARJAN 39l , SIDDIQI31l , THORNE41 J がそれぞれ本種についてあたえ

た記載とほぼ一致した。 TARJAN および SIDDIQI による，それぞれアメリカ，インド産の標本にたいする

記載と比較すると，口針がやや長いのと，尾部が短い点において若干の相違がある。本種の形態上の計測

値については，産地別に比較的大きな変異のあるととが知られているが，各地苗畑から検出した線虫の聞

ではほぼー値した値をしめしていた。雄はいずれの苗畑からも検出できなかった。

2. 線虫の種類と樹種

以上各種の線虫について，それらを検出した樹種をしめすと Table 2 のとおりである。

3. 線虫の種類と分布

各地苗畑においてもっとも広い分布をしめした植物寄生線虫は Pt
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Table 2. 線虫の種類と樹種

Nematodes associated with coniferous seedlings 

|む:|IFrequency 
samDles I 

21 
5 
36 
110 
25 
4 

9
4
3
3
5
3
 

1

・

q
4
Q
U
1
ゐ

Host 

Abies sachalinensis (FR. 5CHM.) MASTERS 
A. homolepis 5lEB. et Zucc. 
Chamaecyjうaris obtusa (5IEB. et Zucc.) 5lEB. et Zucc. 
Cryρtomeria japonica D. DON 
Larix leptoleρis (5lEB. et Zucc.) GORDON 
Picea glehnii (Fr. 5CHM.) MASTERS 
P. jezoensis (5IEB. et Zucc.) CARR. var. 

hondoensis (MAYR) REHD. 

Nematodes 

Pratylenchus penetrans 

2
2
4
2
2
2
6
2
1
1
1
1
5
1
1
3
4
7
4
0
6
 

q
U
1
A
-
l

只
U
1
A

2
0
1
5
1
1
6
3
f
o
l
-
-
6
2
2
1
1
4
5
2
4
7
1
L
2
2
1
L
I
q
u
i
-
ｭ

内
6
1
A
'
i
T

ム

2 
2 
46 
4 
2 
2 
9 
2 

110 
25 

36 
110 
25 
4 

21 
5 

36 
110 
25 

2
6
2
9
2
6
0
5
6
4
0
6
6
0
6
1
0
6
1
6
0
6
4
0
5
6
0
6
0
6
 

4
3
1
2
4
1

ム

4
3
1
A
4
1
4
2
3
1
4
1
2
3
1
A
3
1
4

1

1

1

1

1

1

1

1

 

P. excelsa LINK. 
Pinus densiflora 5lE B. 巴t Zucc. 
P. thunbergii PARL. 
P. banksiana LAMB. 
P. resinosa AIT. 
P. strobus L. 
P. sylvestris L. 
P. taeda L. 

Cryptomeria japonica D. DON 
Larix leρtoleρis (5lEB. et Zucc.) GORDON 

Chamaecypa市 obtusa (5IEB. Zucc.) 51EB. et Zucc. 
Cryρto例eria japonica D. DON 
Larix leρtolepis (5lEB. et Zucc.) GORDON 
Pinus thunbergii PARL. 

Abies sachalinensis (FR. 5CHM.) MASTERS 
A. homolePis 5IEB. et Zucc. 
Chamaecyparis obtusa (5IEB. et Zucc.) 51EB. 巴t Zucc. 
Cryρtomeria japonica D. DON 
Larix leρtolepis (5IEB. et Zucc.) GORDON 
Picea jezoensis (5IEB. 巴t Zucc.) CARR. var. 

hondoensis (MAYR) REHD. 
Pinus densiflora 51EB. et Zucc. 
P. resinosa AIT. 
P. strobus L. 
P. sylvestris L. 

Chamaecypari・'s obtωa (5IED. et Zucc.) 5lEB. et Zucc. 
Crypto押teria japonica D. DON 
Larix leρωlepis (5IEB. et Zucc.) GORDON 
Pinus densiflora 5IEB. et Zucc. 
P. thunbergii PARL. 

Cryptomeria japonica D. DON 
Pinus densiflora 51EB. et Zucc. 

Chamaecyρaris obtusa (5IEB. et Zucc.) 5lEB. et Zucc. 
Cryρtomeria japonica D. DON 
Pinω densiflora 51EB. et Zucc. 
P. taeda L. 

Cry.ρtomeria japonica D. DON 
Pinus densiflora 5lEB. et Zucc. 

Abies sachalinensis (FR. 5CHM.) MASTERS 
Chamaecyparis obtusa (5IEB. et Zucc.) 5IEB. et Zucc. 
Cryptomeria japonica D. DON 
Pinus densiflora 5IEB. et Zucc. 
P. thunbergぜi PARL. 

Cryptomeria japonica D. DON 
Larix leptole，ρis (5lEB. et Zucc.) GORDON 

Chamaecyparis obtusa (5IEB. et Zucc.) 5lEB. et Zucc. 
Cryptomeria japonica D. DON 

Chamaecy.ρaris obtusa (5IEB. et Zucc.) 5IEB. et Zucc. 
Cryρtomeria japonica D. DON 
Pinus densiflora 5lEB. et Zucc. 

Praかlenchus vulnus 

Pγαtyl肌chus coffeae 

Tylenchorhynchus 
claytoηz 

Tylenchorhy悦chus sp. 

Helicotylenchus dihystera 
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Trichodorω porosus 
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(Continu巴d)(っきづ〉Table 2. 

lNumber 
oflFr…y 

samples 

5 
36 
110 
25 

2
4
0
2
 

1
 

Host 

Abies homoleP﨎 5IEB. et Zucc. 
Chamaecyρarís obtusa (5IEB. et Zucc.) 5IEB. et Zucc. 
Cry，ρtomería japo明íca D. DON 
Larix leptolep﨎 (5IEB et Zucc.) GORDON 
Picea jezoensis (5IEB. et Zucc.) CARR. var. 

hondoensis (MAYR) REHD. 

Nematodes 

ll'Aliz--11111

‘ 

2 
2 
2 
9 
2 

110 
2 
46 
2 

21 
46 

110 

110 

P. excelsa LINK. 

Pinus resinosa AIT. 
P. strobus L. 
P, sylvestris L. 

Cry.ρtomeria ja.ρonica D. DON 
Picea excelsa LINK. 

Pinus densグlora 5IEB. 巴t Zucc. 
P. resinosa AIT. 

Abies sachalinensis (FR. 5CHM.) MASTERS 
Pinus densiflora 5IEB. et Zucc. 

Cry.ρtomeria japo明ica D. DON 

Cry.ρtomeria japonica D. DON 

Criconemoides spp. 

Paratylenchus 

Meloidogyne 

Hirschmanniella 

Table 3. 線虫の種類と分布

Frequency of plant parasitic nematodes in forest nurs巴ries

Regions (Nursery number) 北海道 青森 秋岡 前橋 東京 長野 名古屋 計
1~18 19~23 24~27 28~47 48~65 66~76 77~91 Total 

.......____~、 Number of nurseries 
~ 18 5 4 20 18 11 15 91 

Nematodes ー一
Pratylenchus penetrans 16 5 4 14 9 5 13 66 

Pratylenchus vulnus 。 。 。 3 。 l l 5 

Pratylenchus coJ;・feae 。 。 。 2 4 。 l 6 

Trichodorus cedarus 3 3 4 18 12 6 13 59 

Trichodorus minor 。 。 。 9 。 。 3 12 

Trichodorus ρorosus 。 。 。 。 。 。

Tylenchorhynchus claytoni 。 。 。 5 2 2 10 

勾Ilenchorhynchus sp. 。 。 。 2 。 。 。 2 

Helicotylenchus dihystera 2 。 。 4 。 4 11 

Helicotylenchus erythrinae 。 。 。 2 。 。 2 4 

Rotylenchus pini 。 。 。 l 。 。 l 2 

Scutellonema brachyurum 。 。 。 。 l 。 。 1 

Xψhinema a1仰ricanum l 。 。 4 3 2 6 16 

Criconemoides spp. 2 。 l 。 2 。 。 5 

Paratylenchus l 。 。 。 。 2 

Meloidogyne 。 。 1 。 。 。

Hirschmanniella 。 。 。 。 。 。 l 

センチュウ)で，調査全笛畑の 73% から検出された。北海道，東北地方，前橋，名古屋各営林局管内の

苗畑での検出頻度はとくに高かった。東京営林局管内筒畑のうち静岡県下にあるものでは ， P. penetrans 

(キタネグサレセンチュウ)にかわり P. coffeae (ミナミネグサレセンチュウ)の分布が多くなっていた。

P. vulnus (ク Jレミネグサレセンチュウ)は 5 苗畑lζ分布していた。それらの苗畑は福島，新潟，長野，富

P. coffeae (ミナミネグサレセンチュウ)を検出したのは 7 苗畑で，それらは新潟，群

それぞれが同一3 種のネグサレセンチュウの分布については，馬，静岡 (4 苗畑)，愛知の各県にある。

山の各県にある。
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の苗畑から他の種といっしょに検出される乙とはなかった。乙の点lζ関しては，今後 1 苗畑における調査

試料数をふやすなどしてさらにくわしくしらべる必要がある。

Trichodorus cedarus は P. ρenetrans 1乙つぐ広い分布をしめしていた。 59首畑から検出されたが，北

海道地方からの検出は少なかった。 T. minor が 12 首畑に分布していた。多くの場合 T. cedarus と同

時に検出されている。 T. ρorosus は名古屋営林局管内の l 苗畑にのみ分布を認めた。

Tylenchorhynchus claytoni は 10 苗畑から検出されている。それは福島，茨城，埼玉，長野，愛知，岐

阜各県のそれぞれ 1 苗畑と新潟県の 4苗畑からである。新潟県では調査 5 苗畑中 4苗畑l乙本種が分布して

いたととで検出頻度が高い。 Tylenchorhynchus の別の 1 種がごく少数の苗畑から検出されたが，いずれ

の場合も検出数が少なし種も未同定である。

Helicoかlenchus dihystera (ナミラセンセンチュウ)は 11 苗畑 H. erythrinae (チャラセンセンチュ

ウ)は 4苗畑1(，それぞれ分布していた。両種を同一首畑から検出した例はなかった。

Rotylenchus pini, Scutellonema brachyurum はそれぞれ 2 苗畑， 1 苗畑における分布であった。

Xiρhinema americanum (ナミオオガタハリセンチュウ〉の分布は 16 首畑であった。

Criconemoides 属の検出は 5 苗畑からとなっているが，本属線虫の場合はその検出が分離方法に影響さ

れている乙とが考えられる。本属線虫の分離に適した別の方法によるなら，その分布はさらに広がるもの

としてよい十分な根拠がある。なお，種類は 2 種以上である。

Paratylenchus, Meloidogyne, Hirschmanniella 各属の線虫をそれぞれ 1~2 苗畑において認めた。

Meloidogyne Iてついては土壌から幼虫を検出しただけであり， 苗木の根にたいする寄生(ゴーJレの形成

など)は認められなかった。 Hirschmanniella はスギのさし木床から検出したもので，スギにたいする寄

生性などは明らかでない。

4. 線虫の種類と生息密度

検出された各線虫の生息密度を密度区分による頻度として整理すると Table 4 のようになる。百分率

は，それぞれの線虫について検出した試料数にたいするものである。

P. penet叩ns は苗畑lともっとも広く分布しているだけでなく，生息密度も他の線虫にくらべていちじる

しく高い場合の多いことがしめされた。根にたいする寄生数を考えると，線虫相全体のなかでの木線虫優

位の傾向が一層はっきりする。 T. cedarus は多くの苗畑においてそれほど高い生息密度をしめしていな

い。しかし，いくつかの苗畑ではかなりの高密度で検出されている。検出頻度の高いこともあって，多く

の苗畑で本線虫は P. ρenetrans についで優勢な植物寄生線虫としてあらわれている。 T. claytoni は他

の線虫にくらべると，やや高い密度で検出されることが多いようである。その他の線虫は全般的にみてい

ずれも密度が低い。

つぎに，各線虫の生息密度を樹種別に検討するにあたり，とくに P. ρenetrans， T. cedarus, T. claytoni 

の 3 種について密度区分による頻度の検出試料数にたいする百分率として図にしめすと Fig. 11, 12, 13 

14 のとおりである。

P. penetrans は，根にたいする寄生状況から，スギ，ヒノキにおいて密度が高く，またカラマツ， トド

7 ツでも比較的高い。一方，アカマツではこれらの樹種にくらべ全般的に密度の低いことがしめされた。

根 19 あたりの線虫検出数でみると， 500 頭以上の検出がスギ，ヒノキではそれぞれ 69% ， 60%，カラマ

ツで 50% ， トドマツ 32% であるのにたいし，アカマツでは 15% にすぎない。 T. cedarus でも，スギ，
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Table 4. 線虫の種類と生息密度

Nematode population Cper 300 g of soil) 

Population density 1l~100 lOM04501三∞r%045m< Number 

司%長
of 

Nematodes % % % 5杉 % 
samples 

Pratylenchus ρenetrans 241 12 631 32 5 2 。 。 197 

Praかlenchus vulnus 21 18 71 64 21 181 0 。 。 。 。 。 11 

Pratyl側chus coffeae 31 38 31 38 01 Oi 1 12 12 。 。 8 

Trichodorus cedarus 381 24 751 47 381 24 8 5 。 。 。 。 159 

Trichodorus minor 71 18 8 。 。 。 。 。 。 40 

Trichodorus porosus 11 100 。 。 。 。 。 。 。 。 。

Tylenchorhynchus claytoni 61 26 301 10 43 。 。 。 。 。 。 23 

Tylenchorhynchus sp. 31 50 31 50 。 。 。 。 。 。 。 。 6 

Helicotylenchus dihystera 121 60 51 25 1 5: 21 10 。 。 。 。 20 

Helicotylenchus erythrinae 41 100 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 4 

Roかlenchus ρini 11 25 31 75 。 。 。 。 。 。 。 。 4 

Scutellonema brachyurum 31 100 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 3 

X伊hinema americanum 101 43 111 48 2 9 。 。 。 。 。 。 23 

Criconemoides spp. 61 100 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 6 

Paratylenchus 21 100 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 2 

Meloidogyne 11 100 。 。 。 。 。 。 。 。 。

Hirschmanniella 11 1∞| 。 。 。 。 。 。 ρ| 。
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* Frequency~ --. Xl00 
Number of samples 

Larix leptolepis 1 8 

21 

Cryρtomeria japonica 1 6 ・

Chamaecyparis obtusa 110 

Pinus d側iflora 33 

13 

Abies sachalin飢:sis 17 

ネ Number of samples which have population densities indicated abov~ X 100 C%) 
Number of samples from which nematodes were extract疋d

Fig. 11 樹種別にみた Pratylenchus ρenetrans の生息密度 C/土壌 300g)

Populations of Pratylenchωρenetrans associat疋d with coniferous 

seedlings per 300 g of soil. 
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Cryptomeria japonica 

Chamaecyparis obtusa 

Pinus densiflora I 9 

Larix leρtolepis 

Abies sachaline珂sis

Fig. 12 樹種別にみた Pratylenchus ρenetrans の生息密度 C/根 1 g) 

Populations of Praか'lenchus ρenetrans associated with coniferous 

seedlings per 1 g r∞ts. 

Cry，ρtomeria japonica J9 

Chamaecyparis obtusa 抑

Pinus densiflora 

Larix leptolepis 38 

Fig.13 樹種別にみた Trichodorus cedarus の生息密度 C/土壌 300g)

Populations of Trichodorus cedarus associated with coniferous 
seedlings per 300 g of soi1. 
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15 

33 

10 

19 

17 

20 

16 

Cryptomeria jaρonica 

Number of 
samples 

12 

Chamaecyρaris obtusa 

Pi棋us de:悼siflora

Fig. 14 樹種別にみた Tylenchorhynchus claytoni の生息密度 C/土壌 300g)
Populations of Tylenchorhynchus claytoni associated with coniferous 

seedlings per 300 g of soi1. 

6 

2 

ヒノキ，カラマツにたいしアカマツでの密度は低い。 100 頭以上の検出がスギ 43% ， ヒノキ 29%， カラ

マツ 31% で，アカマツでは 100 頭以上検出された例がない。 T. claytoni では，試料数が少なくはっきり

した乙とはいえないが，アカマツ，スギで検出数が多い。

P. ρenetrans がアカマツ苗lζ関連した場合の密度の低い乙とについては，本調査を通じてはっきりした

傾向として注目していたところであるが，とくにスギとの対比においてその関係を検討してみた。弘前営

林署沢田苗畑ほか 10苗畑について， 同ーの苗畑からえたスギ， アカマツのそれぞれの試料について線虫

分離結果を比較した。とくにまき付床を対象とし，両樹種につき 1 箇畑における各試料のそれぞれの密度

を平均したものでしめしたのが Fig. 15 である。この図から P. μ珂etrans の寄生性がスギにたいして，

アカマツより大であることがはっきりする。むしろ，アカ 7ツは P. penetrans の寄主としてあまり適し

ていないといえるのではなかろうか。
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Fig. 15 Pratylenchus ρenetrans のスギとアカマツにたいする寄生性の比較

Comparison between Crypto明eria japonica and Pinus densiflora as 
hosts for Pratyl仰tchus ρenetrans

考 察

中部地方以東の国有林苗畑について明らかにされた植物寄生線虫の分布の実態から，これらの苗畑にお

ける特徴的な線虫相の存在を指摘することができる。つまり ， Pratylenchus ρenetrans をもっとも重要

な線虫として， これに Trichodorus cedarus がともない， さらに場所によっては Tylenchorhynchus

claytoni, Helicotylenchus dihystera , Xi.戸hinema american仰1， Criconemoides Spp. などがあらわれて

くるといった様相である。国有林苗畑は多くの場合，かぎられた樹種だけについて長年間木養成にあてら

れてきている。とのことが，国有林苗畑におけるほぼ共通した線虫相の出現IC関係しているものと考えら

れる。一方， 東日本における民間の苗畑についてあきらかにされた線虫相会〕ともほぼ共通してり，

Praか'lenchus， Trichodorus 両属線虫の林業苗焔における分布は一層広い。

P. ρenet叩ns は各地苗畑における広い分布とともに，スギ， ヒノキ， カラマツ， トド7 ツなどの苗木

にたいする寄生性の大きいことが本調査の結果からしめされた。 P. ρenetrans の苗畑における分布につ

いては，カナダ，オランダでその広い分布と ， Abies, Larix, Picea, Pinus, Thuja などの樹種にたいす

る寄生が報告されている2田町、アメリカ南部のマツ類の苗畑からは Pratylenchus 属の他の種の分布が報

告されている12)。また， ドイツの苗畑において Pràtylenchus 属の線虫が主要な植物寄生線虫である乙と

がしめされた22)0 P. ρenetrans の 7ツ類にたいする寄生性lζ関して， SUTHERLAND3B) は接種実験の結果か

ら Larix laricina, Thuja occidentalis, Picea abies, Picea glauca などで高い増殖率であったのにたい

し ， Pinus resinosa, Pinus banksiana, Pinus sylvestrぬではまったく寄生しなかったか，あるいはわず

かしか増殖しなかった乙とをしめした。 CAVENESS別によるとアメリカ・ネプラスカ州の苗畑でんnipers

virginiana が Rρenetrans のはげしい寄生をうけていたが，同じl出畑の Pinus ρonderosa はほとんど線

虫の寄生をうけていなかったということである。 Pratylenchus 属の他の種では ， P. zeae がしらべた 8 種

のマツ全部にたいして寄生性をしめさなかったと報告されている田}。また，ささにあげたアメリカ南部の
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苗畑lと分布する Pratylenchus についても， マツ類にたいする寄生性のあまり大きくないことが示唆され

ている 12)。木調査の結果にみる P. penetrans のアカマツにたいする寄生性に関してはこれらの事実と

よく一致する。

Trichodorus 属の酋畑における分布については，アメリカ南部の苗畑で広い分布がしめされている山。

しかし， 乙の場合種は明らかでない o RUEHLE ら叫がノースカロライナ州でしらべたと乙ろでは ， T. 

christiei の広い分布がしめされた。 T. cedarus はまだ外国での生息分布が報告されておらず，現在のと

とろわが国の農業での分布状態をふくめて考えても，林業首畑lと主として分布する特異的な植物寄生線虫

という乙とができる。本線虫の各樹種にたいする寄生性，加害性などについては今後十分に検討していく

必要がある。なお T. porosus については，アメリカ・ニ Eーヅャージー州においてクロマツの根辺土

壌に検出した例が報告されている刷。

アメリカ・ウエストパーヅニア州の箇畑において TylencllOrhynchus claytoni が Picea abîes の根辺

土壌に高い密度で検出されている。さらに，寄生性に関する実験では，カラマツ (Larix leptolePis) 苗は

木種の好適寄主のひとつであるととがしめされた加。 T. clayto仰はまたアメリカ南郎の苗畑l乙広く分布

している 12)加。橋本9) は福岡県下の苗畑において，スギ，ヒノキ，マツ苗が本種』とよりはげしい被害をう

けていることを報告した。本調査においては，とくに本種について被害との関連をしめすような事例はな

かった。 Helicotylenchus dihystera , X~ρhinema americanum はいずれも樹木に関連しての検出が数多く

報告されている。なかでも， アメリカ・ウィスコンシン州の苗畑では， Picea 戸mgens， Picea glauca 

densata が Xiρhinema americanum により成長が阻筈され， また冬枯れの率を高めていると報告され

た7) 。

本調査では，線虫の生息分布と商木の被害との関連性について，十分な解析をお乙なうことができなか

った。 しかし，訓査をすすめながら経験したところでは P. ρenetrans の高密度の生息が苗木の根系異

状(根腐れ症状， 奇型， 発育不良)をもたらしている例が少なくなかった。 乙のような観察例は ， P. 

ρenet印刷のスギ l'I' iにたいする抜段実験の結果からも十分うらづけられるところである16)1円。

中部地方以来の国有林において， もっとも問題となる線虫は Rρenetrans (キタネグサレセンチュウ)

であり，今後，前知I~ì忠虫被害の解明は木線虫を中心にすすめていくことになろう。また，他の線虫につい

ても，各樹種との host-parasite relationships を明らかにして， その正しい理解のうえにたって被害を

解析していく必要がある。
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Plant Parasitic Nematodes Associated with Coniferous Seedlings 

in Fore自t Nurseries in Eastern Japan 

Yasuharu MAMIYA 

(R駸um�) 

Nematode diseases of forest trees have so far received very little attention in ]apan. ln 

fact. it is only five or six years since research on nematode damag巴 to forest trees, especially 
in forest nurseries, was begun. As one of the preliminary steps to reveal the effect of n巴ma.

tod巴s on the production of seedlings, surveys wer巴 undertaken to determine the occurrence of 

plant parasitic nematodes in forest nurserﾎes. The results of these surveys have demonstrat巴d

that in most nurserﾎes plant parasitic nematodes are very commonly distributed and cause con. 

siderable damage to seedlings. 

In 1932, Y AMAGUCHI釦 reported a species of Pratylenchus associated with Picea seedlings in 

a nursery in Hokkaido as Tylenchus pratensis DE MAN, 1884. This was also the first report on 

the occurrence of Pratylenchus in ]apan. Since then, little information has been given on plant 
parasitic nematodes in forest nurseries. 

This paper reports results of the survey carried on in 1964 and 1965, for plant parasitic 

nematodes associated with coniferous seedlings in national forest nurseries located in eastern 

]apan. 

Materials and methods 

Sampl巴s were collected from 91 national forest nurserﾎes in eastern ]apan during the late 

summer and the fall of 1964 and 1965. In most of the surveyed nurseries, collections were 
made by nursery men according to the procedure which had b巴巴n pr巴pared by the author 

previously, and in some nurserﾎes by the author himself in the same manner. Each sample 

consisted of seedlings and approximately 500 ml of soil by volume made up with several subsam. 

ples taken from the root zone of those seedlings. A total of 294 samples was coll巴cted from one 

or more areas within each of 91 nurseries. 

Soil from each sample was processed by a modified SEINHORST technique釦. A modification 

of the techniqu巴 describ巴d by YOUNG釦 was used to recover th巴 endo.parasitic nematodes from 

roots. N巴matodes recovered by this technique were counted at the seventh day after roots were 

placed in containers. 

The quantitative recording of nematode population for each sample was made per 300 g 

of soil and per 1 g of root. 

Results and discussion 

Locations of the 91 nurs巴ries of the survey are shown in Figure 1 (see Page 100). The 

occurrence of plant parasitic nematodes in each nursery is present巴d in Table 1 (see Page 97). 

Plant parasitic nematodes associated with coniferous tree species are given in Table 2 (see 

Page 109). Figures 2, 3, 4, 5, 6, 7, 8, 9 and 10 are th巴 drawings of nematod巴s found in nurseries 

to which the descriptions are given to identify them. The frequency of plant parasitic nema. 

todes in nurserﾎes is presented in Table 3 (see Page 110). Table 4 (see Page 112) presents the 

fr叫uency of nematode populations arranged in each population grade. Figures 11, 12, 13 and 
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14 (see Pag巴 112 and 113) show populations of Pratylenchus ρenetrans， Trichodorus cedarus and 

Tylenchorhynchω claytoni associated with coniferous seedings per 300 g of soil and per 1 g of 

root as percentage of population frequency. In order to make clear the difference between 

Cryptomeria ja戸onica and Pinus densiflora as hosts for Pratylenchus penetrans , number of P. 

penetrans from soil and root samples of C. japoni・'ca are compared with those from soil and root 

samples of P. densiflora collected from the same nursery as of C. japonica in Figure 15 (see 

Page 114). 

P叩tylenchus penetrans occurred most frequently and in the greatest populations. It was 

recovered from 73% of all surveyed nurseries and found to be parasitic on all coniferous tree 

species examined. Pratylenchus vulnus was found in 5 nurseries and Pratylenchus coffeae in 7 

nurs巴ries. Each of these three Pratyle河chus species were not recovered from the same nursery 

together. 

Second in frequency of occurrence was Trichodorus cedarus, which was found in 59 nurs巴ries.
Although in most nurseries T. cedarus was found in somewhat small numbers, the widespread 

occurrence made it one of the most important plant parasitic nematodes following P. ρenetrans 

in forest nurseries. Other species of Trichodorus recovered from nurs巴ries were T. minor and 

T. porosus, both species were present but never in larg巴 numbers.

The other common genera of plant parasitic nematodes were Tylenchorhynchus claytoni (11%) , 
Helicotylenchus dihystera (12%) , and Xiρhinema americanum (17%). 

Ring nematodes, Criconemoides spp., were found in only 5 nurseries through the surv巴y.

However, it was suspected that the nematode extraction technique used in the present study 

affected the occurrence of ring nematodes. Meloidogyne sp. was found in a nursery, but only 

larvae in th巴 soil from root zone. The genera Ditylenchus, Tylenchus , Aρhelenchoides and 

Aphelenchus occurr巴d in most of all nurseries and at least more than 2 species were found for 

each genus. 

Through the survey, it was noted that populations of P. penetrans associated with Pinus 

densiflora were smaller than those with Cryptomeria japonica, especially concerning nematode 

numbers obtained from root samples. As shown in Figure 15, it seems that P. densiflora is a 

poor host for P. penetra昨s; on the other hand C. japonica is an excellent host. 

Although sufficient data could not be gathered to show the relationship between occurrence 

of plant parasitic nematode and damage to seedlings, many cases which indicated effects of P. 

penetrans on quality of roots and growth of seedlings were encountered. 

The results of this survey suggest that P. penetrans may b巴 of significanc巴 in the producｭ

tion of forest seedlings and that more precise studies on the role of P. penetrans as pathogen 

should be carried out. On other plant parasitic nematodes found in forest nurseries, hostｭ

parasite relationships must be established respectiv巴ly as the first step. 


